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研究成果の概要（和文）：本研究は，美術表現が脳機能に与える影響を機能的近赤外分光法（fNIRS）を用いて
検証し，美術経験の有無による成人間の脳活動の差異，ならびに定型発達児（TD）と発達支援児（SN）の脳活動
の差異について比較分析した。結果として，美術制作は前頭前野背外側の広範な領域を賦活し，特にSN群におい
て抽象画課題で顕著な賦活が確認された。更に，波形のPeak TimeやPeak Valueの解析により，課題の種類や群
ごとに異なる脳活動の特性や賦活のタイミングの特徴が明らかとなり，美術活動を活用した個別支援や発達支援
プログラムの有効性を示唆する基礎的知見を得ることができた。

研究成果の概要（英文）：This study examined the effects of artistic expression on brain function 
using functional near-infrared spectroscopy (fNIRS). We compared brain activity during art tasks 
among adults with and without formal art education, and between typically developing (TD) children 
and children with special needs (SN). Art activities activated the prefrontal cortex in all groups. 
The SN group showed higher activation during abstract drawing than symbolic or observational tasks. 
Analyses of peak time and value revealed distinct patterns: TD children peaked earlier, while SN 
children showed delayed peaks. These results highlight how artistic tasks reflect both cognitive 
demands and developmental characteristics, providing insights for designing individualized art-based
 support programs.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、美術表現活動が脳機能、とりわけ前頭前野の賦活に及ぼす作用を神経科学的に検証し、美術教育習熟
度や発達特性による脳活動の差異を明らかにした。これにより、美術と脳機能の関連メカニズム解明に助寄与す
るとともに、創造的活動を活用した発達支援や教育現場における個別最適化プログラムの開発に資する重要な基
礎知見を提供することができた。さらに、芸術療法の有効性の一端を脳科学的根拠に基づいて示すことで、子ど
もの発達段階や特性に応じた新たな支援手法の創出や臨床応用、地域社会における実践的活用に向けた道を拓く
意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



 

様 式 Ｃ－１９，Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 

現代社会の多様な環境変化の中，子どもの人格形成を促し，創造性を涵養する能動的な直接体

験や多重的感覚運動体験が脳発達におよぼす作用について，検証の必要性が指摘されている（文

部科学省,2003）1)。美術は子どもの健やかな成長や発達へ寄与する重要な教育方法として位置付
けられており，また芸術療法も幼児教育・保育現場，児童養護施設，発達障がい児支援等の領域

で，多様な子どもへの支援として有用とされ，臨床美術 2)の実践なども報告されている。 
しかし，美術という高次の精神活動が，感情や感覚刺激を媒介してどのようにイメージの想起

を誘発し，表現行為へと至るのか，その脳内メカニズムは，いまだ十分に解明されていない。こ

のような背景から，美術が子どもの発達に及ぼす効果を脳科学的視点から明らかにすることは

喫緊の課題であり，美術と脳機能の関係を解明することが，芸術療法を精神発達支援の有効な手

段として位置づける上で重要な意義を持つと考えられる。 
２．研究の目的 

本研究は，感性や創造性に関わる高次な精神活動としての美術表現が脳機能に及ぼす影響を，

神経生理学的手法を用いて検討することを目的とした。一般成人，健常児，発達支援が必要な子

どもを対象として，さまざまな絵画制作課題に取り組む際の前頭前野を中心とした大脳皮質の

脳血流を，機能的近赤外分光分析器（fNIRS）を用いて経時的に測定・分析することで，美術を

用いた効果的な支援方法の課題を抽出し，多様な子どもの精神発達を促進する新たな美術表現

活動の開発に資する基礎的知見の獲得を目指した。  

３．研究方法 

1) プレ実験 
本研究に先立ち，課題の抽出のためのプレ実験を実施した。対象は健常成人 4 名とし，A.視覚
刺激課題(1.単語，2.詩，3.写真，4.絵画)，B.絵画制作課(5.象徴画，6.観察画，7.抽象画)の計７課

題を設定した。各課題は，［pre−task−post］の２回反復によるブロックデザインを用いて，

fNIRS(島津製 LABNIRS,34ch)による前頭前野のヘモグロビン濃度の経時的変化を測定した。得

られたデータは周波数成分を除去した後に加算平均し，リニアフィッティングを適用した酸化

ヘモグロビン濃度（以後，Oxy-Hb）の測定値を Z スコアに変換し，平均値を分析した。各課題

における全チャンネル平均値に対して一元配置分散分析を行ったところ，視覚刺激では単語提

示による刺激が有意に高かった。また，絵画制作では，抽象画が象徴画や観察画より有意に高い

反応を示した。観察画と抽象画の間には有意差は認められなかった(fig.1)。これらの結果より，

視覚刺激ではシンプルな文字入力が前頭前

野を有意に賦活するが，絵画制作において

は，視覚的・創造的な活動が脳活性化へ効

果をもたらすとの仮説を立て，本実験の課

題選定を検討した。 
2)成人および児童に対する検証 

本実験では，①「美術経験量の差異による脳活動の比較」，②「健常児と発達支援児の差異に

よる脳活動の比較」の２点についてそれぞれ検証した。①では，一般成人（専門的な美術教育を

特に受けていない学生，以後 ST 群）7 名／美術経験者（臨床美術士，CA 群）16 名を対象とし，

②では，健常小学生児童(TD 群)10 名／発達支援が必要な小学生児童（SN 群）8 名を対象とし

A 視覚刺激，B 絵画制作の OxyHb 平均値比較  fig.1 

 



た。 制作課題は，A.「象徴画」（単語からイメ

ージを想起して描く），B.「観察画」（葉の写真

を観察して模写する），C.「抽象画」（成人：言

葉から抽象的なイメージを表現する，児童：不

特定な点や線による構成と彩色）の３課題

(fig.2)とし，いずれも 2 回反復によるブロック

デザインを用いた。計測は，成人には LABNIRS（42ch）,児童には被験者への負担軽減のため

LIGHTNIRS（19ch）を用いて，前頭前野の脳内ヘモグロビン濃度の経時的変化を測定した。 
なお，本研究は東京家政大学倫理審査委員会の承認を得た上で，協力者への口頭および文章で

のインフォームドコンセントを行い，同意を得て実施した。 
４．研究成果 

１）美術経験量の比較による検討 
美術制作における専門的教育の学習歴や経験量の違いが脳機能に及ぼす影響を検証するために，

専門的な美術教育を受けていない学生（ST 群）と，美術制作経験が豊富かつ専門的な教育を受

けている臨床美術士（CA 群）のグループに対して計測実験を行い，比較検討した。 
実験データは前処理として血流動態分離法を採用

し，Oxy-Hb データを Z スコアへ変換した後，各

ROI（前頭前野背外側の中央，左側，右側）の領域

(fig.3)を比較した。ST 群と CA 群の領域別平均値

からは，安静時に対して課題 A〜Cともに，活動時

の Oxy-Hb が有意に高まり，いずれの絵画制作も

前頭前野の機能を賦活することが示唆された。 
ST 群の課題間比較では，前頭前野中央及び左側において，【抽象画>観察画】，【観察画>象徴画】

と課題間に有意差が認められた。一方，CA 群の課題間に有意差は見られなかった。このことか

ら，美術の専門的教育の有無と課題の複雑さや難易度が賦活度に影響を与える可能性が示唆さ

れる結果となった。 
ST 群と CA 群における各課題の群間比較では，観察画において前頭前野中央及び左側に【ST
＜CA】の有意差が認められた(fig.4)。美術の専門的

教育では，実際のものを観察して描くデッサン力が

培われることも多く，観察デッサンが脳機能に与え

る学習効果も報告 3)されている。このことは，視覚

的再現課題に対する学習経験の差が脳活動へ与え

る影響の可能性を示唆しているといえる。 
２）TD 群と SN 群の比較 
 TD 群及び SN 群において，安静時と課題遂行時の

ROI 別平均値を比較したところ，全課題において有意差が認められ，絵画制作による前頭前野

の賦活が確認された。 
各群における課題間比較の結果，TD 群では有意差は認められなかったが，SN 群では前頭前野

中央部において，抽象画課題が観察画や象徴画に比べ有意に向上したことが認められた(fig.5)。 
このことは，制作方法による違いの影響を示唆しており，発達支援プログラムにおいては，子ど

もの理解度や関心度に応じた課題の設定が重要であることを示しているといえる。 



TD 群と SN 群の各課題ごとの ROI 平均値を群間

比較したところ，観察画において前頭前野中央，左

側に【TD＜SN】の有意差が認められた(fig.6)が，
その他の課題間では有意差は認められなかった。

これらの結果は，ものを見て描き写す観察画のプ

ロセスの難易度が，前頭前野の脳活動に影響を及

ぼす可能性を示唆していることも考えられる。 
３）Hb 濃度の教示的変化の検証 
描画行為中の脳活動は，各個人間や各部位での格

差も大きく，fNIRSが示すHb 濃度データの時系

列波形からは，定量的解析だけでは捉えきれない

複雑な動きやさまざまな特徴を表している。この

ことから， TD,SN 群について，波形の重心値（制

作中の賦活の重心），Peak Time （賦活の最大値），

Peak Value（賦活の強さ）の関係について分析し，

各課題における経時的変化の傾向を検証した。２

ブロックの課題の時系列波形を見ると各部位に

よってもその形状，重心値，Peakが異なり，課題

開始時に高まる部位や，課題終盤に増加していく

部位などさまざまな動きが見て取れる。 
TD 群と SN 群の各チャンネルの Peak Timeと

Peak Value の傾向を群間比較したところ，前頭

前野中央部において有意差が検出された。TD児
群の多くの部位が課題開始前半で賦活のピークを示すのに対し，SN 群では後半にピークが遅れ

てくる傾向にあることがわかった(fig.7)。このことは，ADHD児の右〜中央部の前頭前野の活動低

下の報告(安村ら,2019)4）との関係も伺える。 
またビデオ記録による描画中の進行進度と fNIRS データの照合からは，作業の進度と Oxy-Hb
の波形変化の関連にも関心が向けられるところである。課題開始時に反応が高くなる部位，制作

密度が高まるにつれて上昇する部位などさまざ

まに特徴的な変化があり，更には作業スピード

と血流との関係（思考や集中の質的問題）にも

注目すべき点が多々認められた(fig.8)。これら
のことは，創造的行為と前頭前野の脳機能の複

雑な関係について示唆を得るものであり，今後

も更なる検証を深めていくことが課題である。 
以上のことより，本研究では，美術表現活動が前頭前野背外側の脳⾎流を活性化することが確

認された。また，美術習熟度による成⼈間の脳活動の差異を抽出することができ，美術課題の違
いが前頭前野の賦活に影響を与えることも⽰唆された。児童に対する検証からは，特に発達⽀援
が必要な児童における課題間の賦活量の差異が認められたことより，個別⽀援や発達⽀援にお
ける効果的なプログラムを⽰唆する知⾒を得ることができた。 

更に，経時的な Hb 濃度の波形解析を進めることで，課題の種類や群ごとに異なる脳活動の特
性や部位による賦活のタイミングの差異が明らかとなり，創造的表現活動と前頭前野機能の関



係性についての課題を得ることができた。 
 本研究では，定量的評価のための実験協⼒者数も⼗分ではなく，個⼈的差異も認められること
より，基礎的知⾒と位置付け，更なる検証と個⼈内分析，経時的変化の省察を深めていきたい。 
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